
下水道用強化プラスチック複合管（Ｂ形管）規格図（JSWAS K-2）
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注　１）破線で示す形状であってもよい。

　　２）有効長（Ｌ）は、4000mm以下の他の長さとすることができる。
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　　３）内径（Ｄ1）及び受口内径（Ｄ3）は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の内径

　　　　測定値の算術平均値とする。
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　　４）挿入部外径（Ｄ2）は、任意箇所における相互に等間隔な、２方向以上の外径測定値の算術平

　　　　均値あるいは円周率3.1416で除した値とする。
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支管取付方法詳細図

（心間距離）

接着剤

支管(可とう性)

本管（硬質塩化ビニル管）

焼なまし番線（#10～#12） 本管（硬質塩化ビニル管）

支管(可とう性)

接着剤

樹脂系接合剤及びモルタル

支管(可とう性)

本管（鉄筋コンクリート管）

本管（鉄筋コンクリート管）

支管(可とう性)

樹脂系接合剤及びモルタル

せん孔部心間距離

硬質塩化ビニル管への支管の接合

鉄筋コンクリート管への支管の接合

樹脂系接合剤及びモルタル

樹脂系接合剤及びモルタル

焼なまし番線（#10～#12）
注　１）可とう性支管においてワンタッチ式の支管についても使用を可とする。
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※ 水位が高い場合止水性を考慮すること

1000mm以上


